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【お知らせ】 
本小委員会は、2006年をもって活動を終了しております． 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【設立の目的】 
現行の鋼橋の設計で用いられている解析手法は、はり理論や格子桁理論をもとにしてい

る。これらの解析法では、計算の簡便性も重視され、多くの仮定が用いられている。その

ため、解析精度は必ずしも高くなく、実橋で計測された応力値が設計時の値を大きく下回

ることも珍しくない。 
 
一方、近年のコンピュータ技術の進歩は目覚しく、はり理論や格子桁理論に基づく解析

法が開発された数十年前に比べると、コンピュータの利用環境は著しく改善されている。

また、有限要素法の発展も著しく、多様な機能を備えた有限要素法プログラムが数多く販

売されている。10 数万程度の有限要素を用いた構造解析であれば、容易に実施できる環境
が整っている。 
 
以上の状況を踏まえれば、設計で用いる解析法を再考する時期に来ていると考えられる。

3次元有限要素解析を積極的に取り込んだ設計法を開発すれば、鋼橋の設計は数段合理的に
なり、建設費削減にもつながることが予想される。 
 
このような観点から、本研究小委員会では、3次元有限要素解析をベースとした設計法の
開発を検討する。そのために、まず既設鋼橋を対象として 3 次元有限要素解析を行い、実
測値との比較により、その有効性を検証する。その際には、3次元有限要素解析における実
橋のモデル化についても検討を加える。これらの検討を通じ、鋼橋の実際の変形挙動を調

べ、設計時の仮定と比較する。この段階で得られた成果をもとに、3次元有限要素解析ベー
スの設計法を提案するものである。 
 
【活動・成果報告】 
•2004/1/30  第 1回事前打ち合わせ 
•2004/4末   小委員会委員公募を終了 
•2004/5/12  第 2回事前打ち合わせ 
•2004/6/30  第 1回小委員会 
•2004/9/3  第 2回小委員会 
•2004/12/9  第 3回小委員会 



•2005/2/9  第 4回小委員会 
•2005/4/20  第 5回小委員会 
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